
様式６－２（市ＨＰ公開用）

事故分類 労働災害 発生日時 工事関係者区分 一次下請

事故区分 挟まれ・巻き込まれ 性別 男性 年齢 49 業種区分 建築

被災程度 事故レベル Ⅱ 休業見込日数 14

工事概要

事故概要

事故原因

改善策

公 共 工 事 等 事 故 情 報

・RCとスラットが干渉する部分にスチール製曲物を設置し、RCを保護しながら降下させた。
・スラット降下時に誘導する必要がある場合はバールを用いて直接手を触れないように作業を行った。
・上記内容を踏まえた危機管理研修を行い、作業開始前に全作業員に対し再発防止策を周知、

指導した。

事故状況図

改善状況図

令和　４年　６月　20日（月曜日）　　12時　40分

右手小指不全切断、血管損傷、神経断裂

既設電動シャッターの解体作業中、ブレーキを開放しながらシャッターを自重で降ろす作業を行う必要
があり、スラットが壁のコンクリートを削らないよう左右両側から1人ずつ手でスラットを浮かせてゆっくり
と降ろしていたところ、左右で作業のタイミングが合わず被災者の右手小指がスラットと壁の間に挟ま
れた。

怪我の恐れのある作業において、リスクが少ない手法ではなく工事のスピードを優先したもの。

重量シャッター一式を撤去し，新設シャッターと取り換えを行う工事

リフトを用いて左右両側から作業

シャッター全景 事故発生場所

スチール製曲物設置 降下時バール使用 研修実施


